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長
か
っ
た
寒
い
冬
も
終
焉
に
向
か

い
、
桜
の
開
花
予
報
が
ニ
ュ
ー
ス
に
流

れ
て
く
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
今
日
こ

の
頃
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
い
か
が
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
不
況
に
遭
遇

し
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
景
気
に
も
春
の

兆
し
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、

ひ
た
す
ら
願
う
毎
日
で
す
。

平
成
二
十
年
度
の
後
援
会
の
事
業

は
、
全
て
順
調
に
推
移
し
、
滞
り
な
く

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
。
心
よ
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
公
私

共
に
ご
多
忙
の
中
、
時
間
を
割
い
て
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
支
部
長
を
は
じ

め
と
す
る
支
部
役
員
の
方
々
に
も
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
私
事
で
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す

が
、
長
男
次
男
と
も
に
、
こ
の
日
本
工

業
大
学
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

二
月
八
日
（
日
）
か
ら
三

月
十
五
日
（
日
）
に
か
け
て
、

全
国
の
支
部
主
催
に
よ
り
、

「
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
目
的
は
、
四
月

か
ら
の
新
入
学
を
控
え
、
ご

子
息
・
ご
子
女
の
学
生
生
活

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
ご
父

母
の
皆
様
に
、
大
学
か
ら
の

説
明
や
先
輩
会
員
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
安

心
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。「
地
域
別
教
育
懇
談

秋
田
県
支
部
総
会
開
催

二
月
二
十
一
日
（
土
）、
秋
田
市
の

協
働
大
町
ビ
ル
に
お
い
て
秋
田
県
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
引

き
続
い
て
「
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
、
新
入
会
員
と
新
入
生
を

歓
迎
し
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

仙
北
屋
一
前
支
部
長
に
は
、
そ
の
ご

尽
力
に
対
し
、小
笠
原
後
援
会
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。新
支
部
長
に

は
新
山
芳
美
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

会
」
と
並
ん
で
本
学
独
自
の
行
事
で
す
。

会
に
は
、
新
入
生
と
ご
父
母
が
多
数

参
加
し
、
初
め
は
緊
張
し
て
い
た
新
入

生
親
子
も
、
在
校
生
や
先
輩
会
員
に
よ

る
体
験
談
な
ど
を
聞
く
う
ち
に
、
不
安

が
少
し
解
消
さ
れ
た
よ
う
な
様
子
で
し

た
。
支
部
に
よ
っ
て
は
自
己
紹
介
や
懇

親
会
な
ど
も
あ
り
、
ま
た
新
た
な
地
元

会
員
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
た
な
出
会
い
を
大
切
に
し
、

後
援
会
は
こ
れ
か
ら
も
「
大
学
と
家
庭

と
の
架
け
橋
」
と
い
う
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
長
男
は
平
成
十
六
年
の
三
月
に
卒

業
し
、
そ
の
ま
ま
埼
玉
県
の
会
社
に
就

職
。
そ
し
て
め
で
た
く
宮
代
町
の
お
嬢

さ
ん
を
お
嫁
に
も
ら
い
ま
し
た
。
お
蔭

様
で
昨
年
か
わ
い
い
孫
も
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
次
男
は
こ
の
三
月
に
卒
業
い

た
し
ま
す
が
、
大
学
院
進
学
を
希
望
し
、

再
び
大
学
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
と

い
う
具
合
に
何
故
か
こ
の
日
本
工
業
大

学
、
宮
代
町
に
は
深
い
ご
縁
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
ま
た
余
談
で
す
が
、

私
の
誕
生
日
、
六
月
二
十
九
日
は
学
園

の
創
立
記
念
日
と
同
じ
日
に
ち
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
た
何
の
因
果
か
な
と

不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
す
。

二
人
の
息
子
の
お
蔭
で
、
長
い
期
間

こ
の
日
本
工
業
大
学
に
か
か
わ
る
こ
と

が
で
き
、
学
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

大
学
の
先
生
方
と
お
話
し
す
る
チ
ャ
ン

ス
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
後
援

会
活
動
を
通
じ
て
、
日
常
で
は
出
合
う

こ
と
の
で
き
な
い
日
本
全
国
の
様
々
な

業
種
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な
れ
、
語

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
も
の

に
も
変
え
が
た
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

全
て
の
有
難
き
“
ご
縁
”
に
本
当
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
卒
業
を

迎
え
ら
れ
た
ご
父
母
の
皆
様
に
、
心
よ

り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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新入会説明懇談会
〜
平
成
21
年
度
新
入
会
員
を
対
象
に
全
国
各
支
部
で
開
催
〜

平成21年度新入会員説明懇談会日程
開　催　日 主催支部 開　催　会　場 大学側出席者

2/8（日） 福島 清稜山倶楽部 鈴木学生支援課主任

〃 青森 青森国際ホテル 斉藤入試室主任

2/15（日） 茨城 玉戸三の丸ホテル 吉見学生・就職支援課長
穴井教務課員

〃 近畿 ホップインアミング 一丸総務課員

2/21（土） 秋田 協働大町ビル 鈴木施設営繕課長

2/22（日） 千葉 学友会館 入山学生支援課主任

〃 新潟 長岡グランドホテル 栗本教務・入試室課長

〃 北陸 石川県地場産業振興センター 松本LCセンター事務課長

〃 蔵王 パレスグランデール 飯島総務課員

〃 西中国 コンフォートホテル広島 藤田総務部長東中国

3/8（日） 岩手 シティプラザ北上 大塚教務課主任

〃 山梨 ホテル春日居 江原学生支援課員

3/14（土） 沖縄 能登の海 川村総務課員

〃 長野 ホテルブエナビスタ 藤田総務部長

3/15（日） 栃木 ホテル丸治 磯経理課主任

〃 群馬 高崎ビューホテル 日下部教務課主任

〃 静岡 清水テルサ 林総務課長

あ
り
が
た
き
”ご
縁

“
に
心
か
ら
の
感
謝

福
島
県
支
部
会
場
の
様
子

会長 小笠原 康雄
（S４　新潟）
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息
子
が
日
本
工
業
大
学
に
入
学
す
る

と
同
時
に
千
葉
県
支
部
活
動
に
携
わ
っ

て
早
い
も
の
で
四
年
に
な
り
、
こ
の
間

楽
し
く
、
充
実
し
た
活
動
が
出
来
ま
し

た
こ
と
に
支
部
役
員
、
会
員
の
皆
様
及

び
大
学
事
務
局
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

実
の
と
こ
ろ
息
子
は
中
学
校
時
代
に

半
年
位
の
不
登
校
の
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、
工
業
高
校
を
経
て
日
本
工
業
大

学
に
推
薦
で
入
学
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
、
妻
と
二
人
で
感
激
の
あ
ま

り
、
親
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
、
何
で

も
手
伝
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
支
部
の

役
員
に
な
っ
た
の
で
す
。

千
葉
県
支
部
の
活
動
は
、
二
月
の

「
新
入
会
員
懇
談
説
明
会
」
や
七
月
の

工
友
会
と
の
「
す
だ
て
」
の
交
流
会
、

九
月
の
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」、
十

一
月
の
「
大
学
祭
見
学
」
等
が
主
な
も

の
で
す
。

特
に
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
で
は

「
友
よ
ー
夜
明
け
前
の
闇
の
中
で
、

友
よ
ー
闘
い
の
炎
を
燃
や
そ
ー
、
夜
明

け
は
ー
近
い
・
・
」。
昨
年
十
月
二
十

五
日
、
日
本
工
業
大
学
下
田
寮
の
窓
か

ら
下
田
湾
に
歌
声
が
こ
だ
ま
し
た
。

理
事
会
後
の
懇
親
会
で
、
偶
然
隣
り

合
わ
せ
た
埼
玉
の
早
川
さ
ん
、
神
奈
川

の
小
川
さ
ん
ご
夫
妻
、
藤
田
総
務
部
長

と
私
が
、
昭
和
四
十
年
代
の
学
生
運
動

時
代
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
同
士
一
同

が
起
立
し
て
合
唱
し
た
思
い
出
の
ひ
と

こ
ま
で
す
。

私
と
後
援
会
と
の
縁
は
短
く
、
そ
の

二
年
間
は
子
供
の
利
益
に
な
れ
ば
と
い

う
一
念
で
、
事
務
的
に
役
を
こ
な
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
下
田
寮
の
一
夜

は
、
私
の
後
援
会
に
対
す
る
意
味
を
大

き
く
変
化
さ
せ
る
出
来
事
に
な
り
ま
し

た
。私
同
様
に
子
供
を
思
う
親
が
集
い
、

建
学
の
精
神
と
真
摯
に
向
き
合
う
大
学

関
係
者
が
集
い
、
一
緒
に
な
っ
て
子
供

達
を
支
え
る
仲
間
、
す
な
わ
ち
同
士
の

存
在
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。私

達
の
子
弟
は
、
懐
が
狭
く
浅
い
窮

屈
な
社
会
と
向
き
合
い
、
我
々
団
塊
の

世
代
の
親
も
翻
弄
さ
れ
る
現
代
の
社
会

と
卒
業
後
は
闘
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私
た
ち
親
は
、
こ

の
子
ら
の
た
め
に
戻
っ
て
く
る
家
庭
と

い
う
ひ
と
つ
の
場
所
を
暖
め
て
お
い
て

や
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

下
田
の
夜
は
、
将
来
の
日
本
、
そ
し

て
我
が
家
を
担
う
若
者
達
を
支
え
育
て

る
と
は
、
理
屈
で
は
な
く
関
係
者
が
一

緒
に
な
っ
て
、
子
供
を
手
塩
に
か
け
て

育
て
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
家
庭
と
大
学

が
一
緒
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
問
題
を

共
有
す
る
同
士
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
実

現
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

早
川
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
石
原
さ
ん
、

柳
澤
学
長
、
藤
田
部
長
、
そ
し
て
大
学

お
よ
び
後
援
会
の
「
友
よ
ー
」
の
同
士

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。四

年
前
の
一
本
の
電
話
に
始
ま
っ
た

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
？
）

「
支
部
役
員
に
な
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
。」
お
手
伝
い
だ
け
な
ら
と
、
お
受

け
し
た
筈
な
の
に
、
四
年
目
に
は
支
部

の
諸
事
情
か
ら
支
部
長
に
、
そ
し
て
今

回
の
原
稿
依
頼
と
、
身
に
余
る
大
役
の

連
続
。「
私
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

と
い
う
思
い
と
供
に
務
め
さ
せ
て
い
た

学
生
の
入
学
を
許
可
し
た
か
ら
に
は
可

能
な
限
り
フ
ォ
ロ
ー
し
、
親
等
に
出
欠

状
況
や
成
績
表
に
基
づ
く
学
生
生
活
全

般
に
つ
い
て
、
熱
意
を
持
っ
て
説
明
し

て
く
だ
さ
る
大
学
側
の
一
言
ひ
と
こ
と

が
有
難
く
、
親
で
あ
る
私
と
息
子
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
近
は
、
各
大
学
で
留
年
す
る
学
生

が
増
え
て
い
る
と
聞
き
及
ぶ
に
つ
け
、

支
部
活
動
を
益
々
活
発
化
し
、
会
員
共

有
の
情
報
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
、
学
生

全
員
が
四
年
間
で
卒
業
に
向
か
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

各
会
合
で
様
々
な
地
域
の
方
々
と
知

り
合
い
、
親
交
を
深
め
た
こ
と
、
柳
澤

学
長
先
生
の
「
日
本
で
は
、
金
融
関
係

の
不
況
は
あ
っ
て
も
、
も
の
づ
く
り
に

は
不
況
は
な
し
」
と
い
う
お
話
を
伺
っ

た
こ
と
、
後
援
会
事
務
局
の
方
の
い
つ

も
変
わ
ら
ぬ
親
切
で
き
め
細
や
か
な
配

慮
に
接
し
、
私
自
身
心
豊
か
に
な
り
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

最
後
に
、
大
学
院
進
学
が
決
ま
っ
た

息
子
共
々
、
日
本
工
業
大
学
及
び
同
後

援
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

「
支
部
活
動
と
息
子
の
卒
業
」

副
会
長
　
千
葉
県
支
部
長

門
口
　
　
満
（
C
４
）

「
友
よ
ー
」

西
中
国
支
部
長

濱
口
　
一
雄
（
E
４
）

「
卒
業
　
子
と
供
に
」

栃
木
県
支
部
長

甫
坂
　
綾
子
（
A
４
）

地
懇
に
学
長
を
迎
え
て

支部長退任の感謝状授与

地懇翌日に大学の先生方と共に訪れた関門橋にて
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だ
い
て
お
り
ま
す
。

思
え
ば
三
十
年
前
に
始
ま
っ
た
私
達

の
子
育
て
。
こ
の
春
を
も
っ
て
漸
く
終

着
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
一
抹
の
寂

し
さ
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
方
に
助

け
て
頂
い
た
こ
と
、
感
謝
で
一
杯
で
す
。

出
会
い
、
交
流
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

後
援
会
の
皆
様
、
大
学
教
職
員
の
先
生

方
か
ら
た
く
さ
ん
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。「
今
、
こ
の
子
に
ど
う
関
わ
れ

ば
い
い
の
か
な
、
ど
ん
な
言
葉
か
け
を

す
れ
ば
届
く
の
か
な
、
そ
れ
と
も
何
も

言
わ
ず
見
守
る
こ
と
が
大
事
か
な
。」

自
分
な
り
に
生
か
せ
た
の
か
な
と
、
僅

か
な
が
ら
充
実
感
を
覚
え
ま
す
。

こ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し
た
。
二
年
次

の
地
懇
の
時
で
す
。
取
得
単
位
数
が
心

配
で
お
尋
ね
す
る
と
、
先
生
は
笑
顔
で

「
今
は
、
数
字
に
こ
だ
わ
る
時
期
で
は

な
く
、
大
切
な
の
は
大
学
で
何
を
学
ぶ

の
か
（
目
的
）
長
い
目
で
見
守
り
ま
し

ょ
う
」
と
、
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

肩
の
力
が
抜
け
ま
し
た
。
目
先
の
こ
と

だ
け
に
囚
わ
れ
て
い
た
自
分
に
気
づ
き

今
年
一
月
、
茨
城
県
支
部
が
会
報

「
き
ず
な
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。
支
部

活
動
の
紹
介
や
会
員
の
体
験
談
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
大
変
充
実
し
た
紙
面
に

な
っ
て
い
ま
す
。

各
支
部
と
も
会
報
発
行
に
あ
た
っ

三
月
一
日（
日
）午
後
二
時
半
よ
り
、

大
学
会
議
室
に
お
い
て
理
事
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
、
①
平
成
21
年
度
の
理
事

銓
衡
に
つ
い
て
②
平
成
20
年
度
の
収

支
状
況
③
平
成
21
年
度
の
予
算
案
④

平
成
21
年
度
特
別
事
業
な
ど
。
銓
衡

委
員
長
に
は
伊
藤
副
会
長
が
指
名
さ

れ
、
議
事
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
事
業
は
「
駐
輪
場
の
整

備
」
を
平
成
21
・
22
年
度
の
２
ヵ
年
事

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
、
同
日
開

催
さ
れ
た
特
別
事
業
委
員
会
で
決
定

し
、
本
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

て
は
様
々
な
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。
き
っ

と
会
員
の
心
に
伝
わ
り
、
支
部
活
動
へ

の
理
解
や
参
加
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！

ま
し
た
。
大
学
に
子
供
を
お
任
せ
し
よ

う
。
子
供
を
信
じ
よ
う
。
安
堵
致
し
ま

し
た
。

確
た
る
目
的
が
定
ま
ら
ず
、
将
来
に

不
安
を
抱
え
つ
つ
始
ま
っ
た
で
あ
ろ
う

学
園
生
活
。
四
年
間
で
培
っ
た
自
信
、

思
い
、
遠
回
り
し
た
無
駄
と
も
思
え
る

時
間
、
後
悔
、
す
べ
て
を
礎
と
し
て
こ

の
先
歩
ん
で
ほ
し
い
。
今
、
少
し
で
は

あ
る
け
れ
ど
成
長
し
た
子
供
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
大
学
関
係
者
の
皆

様
、
後
援
会
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

卒
業
判
定
の
後
、
研
究
室
の
仲
間
と

翌
朝
ま
で
語
ら
い
帰
宅
し
、
居
間
の
書

棚
か
ら
「
日
工
大
百
周
年
の
あ
ゆ
み
」

を
、
そ
っ
と
手
に
取
り
、
自
室
へ
戻
る

息
子
の
後
ろ
姿
に
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ

を
感
じ
ま
し
た
。

日
本
工
業
大
学
の
益
々
の
発
展
を
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
本
学
正
門
前
に
宮

代
町
内
循
環
バ
ス
の
停
留
場
が

設
置
さ
れ
、
バ
ス
が
停
車
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ル
ー
ト

は
２
コ
ー
ス
あ
り
、
曜
日
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
一

日
に
つ
き
右
回
り
左
回
り
各
５

便
ず
つ
運
行
し
て
い
ま
す
。
東
武

動
物
公
園
駅
か
ら
大
学
ま
で
の

乗
車
時
間
は
約
４
分
。
運
賃
は
一

回
百
円
。
回
数
券
は
14
枚
綴
り
で

千
円
と
お
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

百周年記念祝賀会で学長を囲んで

57名の理事が出席

左から茨城県支部、近畿支部、秋田県支部、
福島県支部、千葉県支部

最近発行された
支部会報

理
事
会
報
告

宮代町循環バスのご案内

茨
城
県
支
部
が
会
報
「
き
ず
な
」
を
創
刊

運行ルート図

東武動物
公園駅西口

日本工業
大学前



〜
卒
業
生
の
ご
父
母
の
皆
様
へ
〜

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）

後
援
会
会
報
七
十
九
号
発
行

十
二
月
七
日
（
日
）
〜
八
日
（
月
）
宮

代
会
臨
時
総
会
（
川
治
温
泉
）

平
成
二
十
一
年
一
月
十
四
日
（
水
）
成

人
式
記
念
講
演
会
（
学
友
会
館
）

一
月
十
七
日
（
土
）
大
学
・
後
援
会
・

工
友
会
・
宮
代
会
合
同
新
春
懇
親
会

（
後
楽
園
飯
店
）

二
月
八
日
（
日
）
福
島
県
支
部
新
入
会

員
説
明
懇
談
会
（
清
稜
山
倶
楽
部
）、

青
森
県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会

（
青
森
国
際
ホ
テ
ル
）

二
月
十
五
日
（
日
）
茨
城
県
支
部
新
入

会
員
説
明
懇
談
会
（
玉
戸
三
の
丸
ホ

テ
ル
）、
近
畿
支
部
新
入
会
員
説
明

懇
談
会
（
ホ
ッ
プ
イ
ン
ア
ミ
ン
グ
）

天
満
宮
例
祭

二
月
二
十
八
日
（
土
）、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
あ
る
天
満
宮
社
に
て
、
青
空
の

下
、
例
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
　

式
に
は
、
田
川
鋭
治
天
満
宮
崇
敬
会

会
長
、
天
満
宮
崇
敬
会
の
副
会
長
で
も

あ
る
小
笠
原
後
援
会
会
長
を
は
じ
め
、

崇
敬
会
役
員
、

学
生
自
治
会

代
表
者
ら
総

勢
三
十
余
名

が
参
列
し
、

学
生
諸
君
の

学
業
成
就
と

健
康
を
祈
願

し
ま
し
た
。

二
月
二
十
一
日
（
土
）
秋
田
県
支
部
総

会
・
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
（
協
働

大
町
ビ
ル
）

二
月
二
十
二
日
（
日
）
千
葉
県
支
部
新

入
会
員
説
明
懇
談
会
（
学
友
会
館
）、

新
潟
県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会

（
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）、
北
陸
支

部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
（
石
川
県

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）、
蔵
王

支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
（
パ
レ

ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
）、
西
中
国
・
東

中
国
支
部
合
同
新
入
会
員
説
明
懇
談

会
（
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ホ
テ
ル
広
島
）

二
月
二
十
八
日
（
土
）
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
、
天
満
宮
例
祭

三
月
一
日
（
日
）
留
学
生
別
科
修
了
式
、

役
員
会
、
理
事
会
、
特
別
事
業
委
員

会
三
月
八
日
（
日
）
岩
手
県
支
部
新
入
会

員
説
明
懇
談
会
（
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
北

上
）、
山
梨
県
支
部
新
入
会
員
説
明

懇
談
会
（
ホ
テ
ル
春
日
居
）

三
月
十
四
日
（
土
）
沖
縄
県
支
部
新
入

会
員
説
明
懇
談
会
（
能
登
の
海
）、

長
野
県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会

（
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
）、

三
月
十
五
日
（
日
）
静
岡
県
支
部
新
入

会
員
説
明
懇
談
会
（
清
水
テ
ル
サ
）、

栃
木
県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会

（
ホ
テ
ル
丸
治
）、
群
馬
県
支
部
新
入

会
員
説
明
懇
談
会
（
高
崎
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
）

4

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

日
本
工
業
大
学
卒
業
ア
ル
バ
ム
委

員
会
で
は
毎
年
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
個
人
写
真
、

各
学
科
・
研
究
室
、
一
年
次
か
ら
の

学
内
風
景
、
学
生
行
事
な
ど
の
ペ
ー

ジ
が
あ
り
、
大
変
充
実
し
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
生
涯
の
思
い

出
に
残
る
大
学
生
活
の
記
念
と
し

て
、
是
非
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
頁
フ
ル
カ
ラ
ー
で
、
価
格
は
送

料
込
み
で
一
万
円
で
す
。

[

お
申
し
込
み]

お
申
し
込
み
方
法
は
、
次
の
三
通

り
で
す
。

●
既
に
当
委
員
会
か
ら
ご
子
息
様
に

配
布
し
て
い
る
振
込
用
紙
に
て
申

し
込
む
。

●
直
接
下
記
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
き
、
振
込
用
紙
を
取
寄

せ
て
申
し
込
む
。

●
大
学
の
学
生
支
援
課
に
て
、
専
用

の
申
し
込
み
用
紙
で
申
し
込
む

（
こ
の
場
合
、
振
込
手
数
料
は
不

要
）

※
い
ず
れ
の
場
合
も
ご
子
息
様
と

の
「
重
複
申
し
込
み
」
に
な
ら
な

い
よ
う
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

※
発
送
先
住
所
を
確
認
す
る
た

め
、
必
ず
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は

な
く
窓
口
に
て
お
振
り
込

み
下
さ
い
。

[

お
申
し
込
み
締
切
日]

平
成
21
年
４
月
30
日(

木)

[

お
渡
し
方
法]

卒
業
ア
ル
バ
ム
は
お
申
し
込
み
の

際
、
振
込
用
紙
に
ご
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
住
所
に
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
発
送
元
は
当
委
員
会
が
代
行
委

託
し
た
「
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
出
版
」

と
な
り
ま
す
。

[

お
届
け
日]

平
成
21
年
７
月
７
日(

火)

以
降

[
受
付
時
間]

平
日
の
み

12
時
45
分
〜
13
時
５
分

18
時
30
分
〜
19
時
20
分

[

連
絡
先]

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
委
員
会
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
４
８
０
（
３
４
）
９
７
５
６

E
-m

ail
nit_album

@
hotm

ail.co.jp

※
土
日
祝
日
・
長
期
休
暇
中
は
、
運

営
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
何
卒
ご

了
承
下
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
発

送
以
外
で
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん


